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高速炉で照射した Ra-226 から Ac-225 を効率的に回収するための分離プロセスを、Ba 及び La を代替元素と

して用いるコールド試験により検討した。DGA レジンを固相抽出材として用いることにより、Ra 及び照射

により生成が予想される不純物を除去し Ac を単離できる見通しを得た。 
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1. 緒言 

高速炉「常陽」を用いて Ra-226 を中性子照射して製造した Ac-225 を医用 RI として使用するためには、Ac

と Ra の分離だけではなく、照射によって生成する不純物元素を除去する分離精製技術が必要である。また、

原料である Ra-226 を高効率に回収・精製し照射試料として再利用することが望ましい。これらの分離プロセ

スを構築するため、Ra, Ac の模擬元素として Ba, La をそれぞれ用いて、固相抽出材による分離挙動を調べた。 

2. 実験 

固相抽出材として、Eichlom 社製の DGA レジン及びランタノイド(Ln)レジン（容量 2ml）を用いた。模擬

試料溶液として、Ba, La, Bi, Pb, Th 等の元素を各 20 ppb 含む混合溶液を調製して用いた。1 ml/min の流速で

固相抽出カラムに送液し、流出液中の各元素濃度を ICP-MS により定量して吸着挙動を調べた。また、硝酸

濃度を変化させた溶離液を用いて、レジンに吸着した元素の溶離挙動を調べた。 

3. 結果 

DGA レジンによる吸着及び

溶離挙動を図に示す。1M 硝酸

溶液の模擬試料溶液では、

La(Ac)及び Bi, Pb, Th が樹脂に

吸着され、Ba（Ra）及びその他

の共存元素から分離できた。

次に、溶離液として 0.1M 硝酸

を用いると、吸着した元素の

うち Pb のみを溶離させて除去でき、次いで 10-2~10-3 M 硝酸を溶離液に用いると、La（Ac）のみを回収でき

ることが分かった。これにより照射した Ra 線源から Ac-225 を DGA レジンにより選択的に分離回収できる

見通しを得た。発表では、Ln レジンを用いる Ra-226 の回収精製プロセスについても述べる。 
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